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研究経過報告書でできるようになること 

研究経過報告書を作成することで、自分の課題研究

の進捗を知り、今後に向けての課題を見いだすこと

ができる。また、2 月の探究発表会に向けて、研究

計画を見直すことができる。 

 

研究経過報告書で学ぶこと 

研究経過報告書で自己の探究活動のふり返りを行

い、今後の探究活動の計画を見直し、自己改善する

ことを学ぶことができる。自分は何を主張したいの

か、何を他者に伝えたいのか、自分自身に問いかけ

て自己調整することを学ぶ。 
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研究経過報告書 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 
国際理解をテーマとした課題研究の進捗について報告します。2 月の発表会に向けて、自

分の研究計画の見直しを行う機会になります。 
 

１ 国際理解をテーマとした課題研究について 

国際理解に関して、各自の興味・関心のある領域での課題研究を行います。データ分析講
座Ⅰ・Ⅱで学習した、統計学の基礎的な内容を活用して、数値を根拠として自分の主張を行
います。自分の考えが客観的に捉えられるかという視点を裏付けるのは、調査の質と量が大
きく影響します。国際理解をテーマとした課題研究を行うことで、グローバルな視点から日
本と他国の文化との価値観の差や多様性を認め、発信する力も身に付けていきます。 

 

２ 研究課題 

国際理解に関して、各自の興味・関心のある領域での課題研究を行います。課題発見講座
Ⅱで身に付けたことを活用して、研究課題を設定します。 
 

（１）研究課題（決まっていない人は、予定している領域を書きましょう。） 

 

（２）研究課題を設定した理由について、どのように調査していますか。 
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２において、（１）で研究課

題の記述があり、（２）で設

定した理由をどのように調査

しているかについて、インタ

ーネットや書籍など、複数の

方法を記述している。 

２において、（１）で研究課

題の記述があり、（２）で設

定した理由をどのように調査

しているかについて、インタ

ーネットや書籍などの方法を

１つ記述している。 

２において、（１）で研究課

題を記述していない。また

は、（２）で調査方法を記述

していない。 
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３において、（１）で結論の

記述があり、（２）で結論を

裏付ける数値の収集方法や、

処理方法を記述している。 

３において、（１）で結論の

記述があるが、（２）で結論

を裏付ける数値の収集方法

や、処理方法を記述していな

い。 

３において、（１）で結論を

記述していない。 
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図１ ポスターのレイアウト例 
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３ 結論 

国際理解に関しての客観的なデータを根拠にして、結論において自らの主張を述べます。 
 

（１）結論（決まっていない人は、どのような結論、提案であるのかを書きます。） 

 

 

（２）結論を裏付ける数値をどのように収集し、処理しようとしていますか。 

 

 

 

 

 

 
 

４ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

(1)  東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究
開発実施計画書【開発型・実践型】』   
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３において、（１）で結論の

記述があり、（２）で結論を

裏付ける数値の収集方法や、

処理方法を記述している。 

３において、（１）で結論の

記述があるが、（２）で結論

を裏付ける数値の収集方法

や、処理方法を記述していな

い。 

３において、（１）で結論を

記述していない。 

  


